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1 ．は じめ に

　社 団 法 人 　 日本 公 園施設業協会 （以下、協会 とい う。）

は 平 成 14年 10 月 に 会員企業の た め に f遊具 の 安全 規準

（案） JPFA・S：2002亅 を策 定 し、こ れ を
一

般 に も公 開 し

た。本 稿 で は安 全 規 準 策 定 の 経 過 、遊具 の 安全 に 関す る

世界の 状況、こ の 安全 規準 の 構 成、概要、特 性 、普 及 啓

発への 取 り組 み、そ して 今後 の 課 題 につ い て述 ぺ る。

14年 8 月に 原案を取 りま とめ た 。

こ の 原 案 につ い て は 国土 交通省 よ り前記検討委 員会の 委

員 で あ っ た 学識経験者への 説明会 が 開催 され 、最 終 調 整

の 後成案 と して ま とめ 9 月の 協会理事会 で 承認 を得 た 。

　な お、日本 で 初 めて の 規準 で あり供用 の 上、広 く ご意

見等 を 得 て よ り よい 規 準 と した い 等 の 理 由 か ら、当分の

間は （案〉 を付 す る こ と と した。

2 ，経　　過

　協会 は 設 立以 来、公園施設全般の 品質向上、特に 安全

性 確 保 の た め に 調 査 研 究 を積 み 重ね て き た。平成 5 年 か

ら 9 年ま で の 5 年間 は 会 員 か ら特 別 会費 を募 り，部内限

定資料なが ら総合的な技術資料集 を纏 め た 。
こ れ をテ キ

ス トと して 会員企業 の 技術者を教育 し、資格試 験 を実 施

して
一

定の 資格 を認 定 して い る。

　公 園 施設 の 中で も遊具に っ い て は、子 ど もが 利用 者 で

あ る こ とか ら安全性 が 強 く求 め られ る。建 設省
・
現国土

交通 省 は 平 成 10 年 度 か ら 13 年 度 まで の 間 、社団法 人

日本 公 園緑 地 協 会 の 中 に 学 識 経 験 者 に よ る検討委員会 を

組織 し て 、内 外 の 資料 に 基 づ き幅 広 い 見 地 か ら検討を重

ね 、そ の 成果 は 「都市公 園 にお け る遊 具 の 安全確 保 に 関

す る 指針」 と して 14年 3月 に 公 表され た。

　 こ の 調 査 委 員会 に、協会 は協力委員 と し て 参加 、多 く

の 知 見 を得 る こ とが で きた。調 査が進展す る に つ れ、我

国に 遊具 の 安全 規準 が 無 い こ とが 遊 具 に 関連 す る事 故 の

大き な要 因 の
一

つ で あ る と して 安 全 規 準 を 求 め る 声 が 高

い こ と、協会 の 蓄積 した 技術資料 は 安全 規 準 づ く りに 活

用 で きる こ と、協会が こ れ を 実 施 す る な ら大 き な社 会 貢

献 に な る と思 われ る こ とを実 感 す る に至 り、協会内の 審

議を経て、安全 規準を 策定 ・公 開す る こ と と した 。

安全規準作 りは 平成 12年度の 準備作業 を経 て 13年 秋 に

素 案 を作 成。10 月 に 国 土 交通省 か ら 上 記指針 の 案が パ ブ

リ ッ ク コ メ ン トと して 公 開 され た の で 、こ れ に 沿っ て い

る こ と を確認 の うえ、こ の 素案 を会 員企 業 に配 布 し全国

の 8 支部で 説明会を開催 し意見を 求 め た 。 細 部に わ た り

の ぺ 1，　100件 の 意見 が寄せ られ た の で 、14年初頭 に か け

て こ れ ら を整 理 分 析 した。意見 の 内容を勘案 し、また 14

年 3 月 に 公 表 され た 国の 指針 の 内容 に 沿 っ て 検討 作業 に

拍車をか けた。当 初は 1 つ の 委 員会 が担 当 して い た 作 業

を 3 つ の 委員会で 分担 し、協 会 を挙 げ て の 大 作 業 に よ り

3 ．遊具の 安全規準に 関す る世界 の 状況

　こ こで 、遊具と遊び場 の 安全 を巡 る諸外 国の情勢を概

観 して お き た い
。 欧米 で は 1970 年代の 終わ りに 遊び 場

の 事故が 問題化 して 、米 国 で は 1981 年 に 国家機関 で あ

る 消費者製品 安全 委 員会 （CPSC ） が 「公 共 の 遊び 場の

安全に 関す るハ ン ドブ ッ ク 」を 発表 、そ の 後 改 訂 を重 ね、

現行 の も の は 1997年版で ある。1993 年 に は 規格 会 社 の

ASTM が遊具の 安全規準 F1487 を発表、最近で は 1998

年 版 に 続 い て 2001 年版を公開 し た 。 カ ナ ダ 規格 協会

（CSA ） に は 1998 年 版 の Z614 が ある。

　欧 州 で は ドイ ツ と英 国 の 安全規準があ っ た が 、1980

年代の 終 わ りご ろ か ら各 国 が 欧 州 統
一
規 準 づ く り に 取 り

組み、1998 年 に ENI176 − 1 〜7 を発 表 した 。

　 オース トラ リア は 1981 年に AS1924 規準 を発表 して

い る 。 近 年 は ニ ュ
ージー

ラ ン ドと共同 で 、1997 年 に

AN ’NZS4486，1 を発 表 した。ア ジ ア で は シ ン ガ ポー
ル 規

格協会 が 1999 年に SS457 を 公 開 した。

　各 国 は 最初 は 手 探 り で 遊 具 と遊 び場 の 安全 問題 に 取 り

組 ん で い た が 、1995 年に 第 1 回遊 び場 安 全 国 際会 議 が

米国 ペ ン シ ル ヴァ ニ ア 州 立 大 学 で 開催 され 、1999 年 夏に

は 同大学 で 第 2 回 の 会議 が 開 催 され た 。
15 力 国 か ら 129

人 が集ま り、目本か らは 当協会の 4人 を 含む 7 人 が 参 加

した。 3 日間に 41 コ マ の 講演、発表、討議 が あ る 中 で

主催 者 に よ り特別 に 日 本 の 時間が組 ま れ た の で 日本 の 現

状 と今後 の 方向を説明 し、各国の 専門家 か ら示 唆に 富む

助言を得 た。な お、こ の 会 議 に参 加 した こ とで、当協会

は 自ら遊 具の 安全 規準 を策定 し、これ を公 開 し よ うとい

う意思 を 固め る に 至っ たもの で あ る。

4 ． JPFA −S：2002 の 構成

　JPFA ＝ S：2002 は 全 8 章 と付 属 参 考資料 か ら構 成 され

てお り、それ ぞ れ の 内 容 は 以 下の とお りで あ る。

費

（祉 ） 日本 公 園 施設 業協会
“Japan　Park　Facilities　Association
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は じめ に

第 1 章 　 目的 と対象 二 目的、対 象、特性

第 2 章　用 語 の 解説

第 3 章 　引用規格や規 準

第 4 章　
一

般規定 ：遊具の 安全に 対 す る基 本 的 な考 え

　方、遊具 の 計 画、安全 領域 と 落下 高さへ の 対 応、遊

　具の 設計 ・デザイ ン 、遊具 の 構 造 と強 度、遊具の 材

　料、遊具の 製造 ・施 工 ・維 持管理

第 5章 　各種遊具の 詳細規定 ：揺動系 遊具、振 動系遊

　具、上 下動 系 遊具、回転動系遊具、滑 降系 遊具、滑

　走系遊具、懸垂 運 動 系 遊具、登 は ん運動系遊具、平

　衡 ・跳 躍 ・腹這 い 運 動 系 遊具、複合系遊具、砂遊 び

　系 遊 具

第 6 章　点検 ： 点 検 の 目的 と概要、点検の 要 領、点検

　の 方 法、使用禁止 処 置

第 7 章　修 繕 ：修繕 の 目的 と概要、修繕 の 要領

第 8 章　表示 と保 険

　製品 表 示 、点 検表示、利用表 示、保険

付属参考資料 ： 身体モ ジ ュ
ー一ル

5 ．JPFA −S：2002 の 概要

　（1 ） 「は じめ に」

　 こ の 規準（案）は 国 土 交通省 の 「都市公 園に お け る遊具

の 安全確保 に 関す る指針」 の 内容に 沿 っ て策 定 され た こ

と、協会 の 会員用 に 作 成 され た も の で あ る が遊 具 の 計

画 ・設 計、製造 ・施工 、維 持管理 そ して 利 用 に 関わ る 人 々

に 共 通 の 資料 と し て 活 用 され る よ う公 開す る こ と、今後

逐 次改訂 の 予 定 で あ る こ とを 述 べ て い る。

　（2 ） 「第 1 章　目的 と対象1

　 1 ） 目的

　 子 ど もに と っ て の 「遊びの 価値」 を尊重 しつ つ 、遊 び

に伴 う危 険 の うち リ ス ク を適切 に 管理 し、ハ ザードに つ

い て は 物 的 ハ ザー
ドの うち重 大 な 事 故 にっ な が る もの を

中心 に 排除す る とい う観点 か ら策定 し公 開す る。

　 2）対象

　公 共 の 遊 び場や広 場の 遊具を対象とし、家庭用の 遊具 、

商業施 設 の 遊具 そ の 他特定の 遊具 は 対 象 と しな い 。利用

者 は 3 歳か ら 12 歳 の 幼児 お よび 児 童 と し、　 こ の うち

6 歳 ま で の 幼児 は 保護者 の 同 伴や指 導者 の 管 理 を 原 則 と

す る。

　 3 ） 特性

　普遍 的内容 につ い て 判 り易 く記 載 した こ と、遊具の 利

用推奨年令帯 を 3・6 歳、6・12歳、3・12 歳 に 区分す る こ

と、点検 ・修繕 ・表 示 につ い て も記述 し た こ と等を述 べ 、

解説で は協会外 部 へ 適用を義務 づ け る も の で は な く、外

部利 用 者は そ れ ぞ れ の 判断 ・責任 に お い て利 用 され た い 、

と して い る。

（3 ） 「第 2 章　用 語の 解説」

　 （略 ）

（4 ）　「第 3 章 　引用規格や基準…」

　国 土 交通 省の 「指針 」 の 他、米 国 CPSC の ハ ン ドブ ッ

ク と ASTM 規準、欧 州 の EN 規 準 を挙 げ て い る。
（5 ） 「第 4 章 　

一
般規 定 」

　 遊具 全般 に 共 通 す る安 全 性 確 保 の た め の 事項 を記 し た
。

　 1 ） 遊 具 の 安 全 に 関す る 基 本的な考 え方

　 遊具に 伴 う危険をリス ク とハ ザ
ー

ドとに 区分 して 説明

し、それ ぞれへの 対応 を述べ 、事 故 の 形 態 に つ い て は そ

の 重大性 に よ り 3 段 階 に 区分 して い る。

　 2 ）遊具の 計 画

　 敷地 計 画、遊具 の 選 定 と配 置 計 画 に つ い て 配 慮 す べ き

事項 を述 べ 、対 象年 齢層 につ い て は幼児 と児童とを区 分

し て、年齢 に 応 じた行動や身体モ ジ＝一
ル に配慮すべ き

こ と と した。

　 3 ）安全 領域 と落 下高 さへの 対 応

　 遊具 ご とに 遊具を安全 に利用 す るた め の 領域 を確保す

る こ と と し、遊 具 か ら落 下 の 可 能 性 が 600mm を超 え る

と き は 全 方 向 に 1，800mm 以 上，600mm 以 下 の 場合 は

1，500mm 以 上 の 確保 を規定 し、遊具 が 隣接す る場 合 の

安 全 領域の 重 複条件を示 した。落 下高 さに つ い て は 遊具

ご とに 測定 方 法 を示 し、落下に 備えて 安全領域内の 設 置

面 の 有 り方を述べ て い る。

　 4 ）遊具 の 設 計 ・デザイ ン

　 頭 部 ・胴 体 の 挟 み 込 み、頭 部 ・首の 挟み 込 み 、指 の 挟

み 込 み、絡 ま り ・引っ か か り、衝突 ・転倒の 防止 、鋭 利

な先端 ・角 ・縁 に よ る危険防止 に っ い て 、 危 険 な寸 法 や

角度等を 日本 の 子 どもの モ ジ ュ
ー

ル 等 に 基 づ い て 提示 し

て い る。一
例を挙げれ ば、100mm 以 上 230mm 未満 の

開 口 部は 避ける こ ととした 。 また 落 下 の 高 さに 応 じた ガ

ー
ドレ

ー
ル ・落 下 防止柵 の 有り方 、階段 ・は し ごの 設 計、

大人 が 救 助 で き る構 造 とす る べ き こ と、基礎 の 天端 を埋

め込 む との 設 計 の 有 り方 、障 害 者 へ の 配 慮を述 べ た。さ

ら に重 大 事 故事例を教訓とし て 、利用指導 が十 分 に行 き

届 か ない 場合に 利用す る こ とが不 適切 な遊具 につ い て も

説明 し，解説の 中で箱型 ぶ らん こ 、遊動 木 、回旋塔 を例 示

して い る。

　 5）遊具 の 構 造 と強度

　 遊 具 の 設 計 に あ た り、使用す る 部材 を 消 耗部 材 と恒 久

部 材 に 区 分 し て 考 え る こ と、ま た そ の 破損 等 に よ り重 大

な損害 を与 え うる 部材を最重要部材 として 留 意す べ き こ

とを 述 べ て い る 。 固定荷重、誘導荷重等、考慮すべ き荷

重 の 種類 と組み合わせ を述べ 、そ れぞれ に つ い て建築基

準法 施行令等 に 準拠 し て 原単位を掲げて い る。

　 6 ）遊 具 の 材料

　金属 ・木 質 ・プ ラ ス チ ッ ク 系材 料、ロ
ープ ・

帆布 ・チ

ェ
ーン 、接 合 ・軸 受 け部 材 の そ れ ぞ れ に つ い て 配 慮すべ

き事項、そ して 材料保護 の 在 り方を述べ て い る 。

　 7 ）遊具 の 製造 ・施工 ・維 持管理

　遊具の 製造 で は 突起物、表 面仕 上 げ、角 の 処 理 に っ い

て 、遊 具 の 施 工 、遊具 の 維持管理 で は 基本的な配 慮事項

に つ い て 述 べ て い る。

（6 ＞ 「第 5 章 　各 種 遊 具 の 詳細 規定 」、

　 こ こ で は 遊 具 を揺 動 系 遊具か ら砂 遊 び 系 遊具に 至 る ま

で 11類型 に 区 分 し、一般的な遊具 18 種類す な わ ち
一

方
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向ぶ ら ん こ 、全 方 向 ぶ ら ん こ 、ス プ リン グ遊具着座 型 、

同 立 ち乗 り型 、シ
ーソー、すべ り 台、す べ り棒、ロ

ープ

ウ ェ イ 、雲梯、鉄棒、ジ ャ ン グル ジ ム 、太 鼓 は し ご、ロ

ープ ・ネ ッ トク ライ マ
ー、は ん 登 棒、平 均 台、複合系 遊

具、サ ン ドピ ッ ト型砂場、サ ン ドボ ッ ク ス 型砂場に つ い

て標 準図を掲 げつ つ 、安全性確保 の た め の 留 意事項を述

べ 、必 要 な数値規準を 示 した （図
一 1 、図

一 2）。なお 、

遊具の 利用 等 に よ り くぼ み 等が 発生 しや す い 区 城 を着 地

面 とし て 配慮 を 求 め た 。

（7 ）　「第 6 章　点検」

　 1 ）点検 の 目的 と概要

　点検 の 目的、点検の 範 囲、点検の 種類す な わ ち初期 点

検、日常点 検、定期点 検 そ して 精密点検そ れ ぞ れ の 内容

を説 明 し、点 検 従 事者 の 任務を 記 し、管理台帳 と点 検報

告書 の 作 成 と保 持、点検済証 の 表 示 につ い て 述 べ て い る。

　 2 ）点 検の 要 領

　点検の 進 め方 を フ ロ
ー

チ ャ
ートで 示 し、ま た 材料別 に

見 る 点検の ポ イ ン トを示 した 。

　 3 ）点検 の 方法

　点 検 の 種 類 と点 検の 方法、す な わ ち用具や計測器具 を

使 用 しな い 目視 、触 診、聴診 と用 具 や 計測器具を使用す

る打診、計測 との 関係 を述 べ 、点 検作業 中 の 安全 管理 の

必 要性を記 して い る 。

　 4 ）使用禁止 処 置

点検 の 結果遊具の 使 用 を禁止 すべ き と判 断 され た 場 合 の

具体的処置を記 し、二 次的な事故 発 生の 防止 を 呼び か け

て い る。

　（8 ） 「第 7 章　修繕 」

　 1 ）修 繕 の 目的 と概要

　修繕の 目的、修繕 の 業務範 囲、修繕の 計 画 そ して 修繕

に 従事す る者 の 資格 と責務を 述べ て い る。

　 2 ） 修繕 の 要領

　 修 繕 の 進 め 方、修繕報告書の 作成 と保持、修繕済証 の

表 示 、修 繕 作 業 中 の 安全 管理 に つ い て 説 明 して い る。

　（9 ） 「第 8 章 表 示 と保険j

　 1 ） 製 品 表 示

　製 造 物責任 （PL ）法 や 品 質 マ ネージ メ ン トシ ス テ ム

　（ISO） を 背景 に、製造され た 遊具 に は製造表示 ラ ベ ル

を表 示 す べ き こ と、個 別 の 遊具 ご とに そ の 利 用 対 象年齢

を示 した対象年齢表 示 ラベ ル を添付すべ き こ と と し、そ

れ ぞ れ の 表 示 内 容 を示 して い る （図
一 3 ，図

一4 ）。

　 2 ） 点 検 表 示

　 定期点検 に よ り劣化 診断、規準診 断 の 両 面 で 安全性 が

確 認 された遊具 に は 点検済シ
ー

ル を添付 す る こ と と して 、

そ の 表示 内容を示 して い る 。

　 3 ）利 用 表示

　 管 理者 が 常駐 し て い な い 遊 び 場 で は遊 び 場や遊具の 物

的 ハ ザ
ー

ドの み な ら ず人 的 ハ ザードの 軽減の た めの 方 法

と して、適切 な利 用 方 法 や 緊急 時 の 対応方法 に っ い て、

利 用 者 に 判 りやすく掲示 す る こ とを提 案 した 。
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　 4 ）保険

　遊具の 欠陥や管理 珱 疵 に 起因す る事故 が 発生 した 場合

に被害者救済 の た め に 必 要 とな る損害賠償 に備 え、管理

者 と製造 者は そ れぞ れ保 険 に加入 す る こ と、管 理者 は 製

造者 の 保 険加 入 を確認 し て お く こ と を提案 し て い る。

付 属 参考資料 ：

　各規準数値の 基礎 として 3 歳、6 歳、10 歳、12 歳 の

子 どもの 身体測定 値 を添付 した。

6 ．JPFA ・S：2002 の 特性

　JPFA −S：2002 の 特性 と し て 以 下 の 諸点 が挙 げ られ る 。

  内 容は 遊具 の 計画 ・設計 、製 造 ・施工 、維持管理 さ

　らに は 利用 に 関 わ る 幅広 い 立場 で役 立 て られ る よ う配

　慮 した。理 解 しや す い よ うに 規準本文 に 加 え て 説明 図、

　解説、参考資料 を付 して あ る。

  国土交通省 の 指 針 に沿 っ て 、子 ど も に とっ て の 「遊

　び の 価 値1 を尊 重 しつ つ 、遊び に 伴 う危 険 の うち リス

　ク を適 切 に 管理 し、ハ ザードにつ い て は物的 ハ ザード

　の うち重大 な事 故 に つ なが る お そ れ の あ る も の を 中心

　に 除去 す る とい う観点 か ら策定 され て い る。

  対象とす る遊具は 都市公 園 をは じ め とす る 公 共 の 遊

　び 場 や広場 の 遊具で あ り、家庭用 の 遊具、遊園地 や商

　業施設 の 遊具、い わ ゆ る 冒 険遊び 揚の 遊具、フ ィ
ー

ル

　 ドア ス レ チ ッ ク コ
ース の 遊 具、水遊 び 場 の 遊具，主 と し

　 て 大 人 を対 象 と す る 設備、ス ポ
ー

ツ 施設 で あ る設備 に

　つ い て は 対象 と し ない 。障害者 の た め の 遊具 につ い て

　 も対象 と して い ない。

  対象 とす る遊具 の利 用 者は概 ね 3 歳 か ら 12 歳の 幼

　児お よび児童 と し、こ の うち 3 歳 か ら6 歳 ま で の 幼児

　に つ い て は保護者の 同伴 を原則 とす る。

  子 ど も は年 齢 に応 じて 体位
・
体力 お よび事故 の 回避

　能力 が 変化 す る こ とか ら、日 本の 子 ど も の 年齢別モ ジ

　 ュ
ー

ル を参考 に、遊具の 利用 推奨年齢 帯 を 3・6歳、6・　12

　歳、3・12 歳 に 区分 して 設 計 内容 に 反 映 させ 、各 遊 具 あ

　 る い は 遊び 場の
一定 の 区 域に利用推奨年齢 を表示 す る

　 こ と と した。

  　遊具 ご との 安全 領 域すなわち遊具の 安 全 な 利 用 活 動

　に 必 要 と され る 空 間 を 規 定 し、幼児用遊具 と児童 用 遊

　具 そ れ ぞれ の 落 下 高 さす な わ ち遊具 の
一

点 か ら利用 者

　が 落下す る可 能性 の あ る高 さ の 上 限 を規定 し た。な お 、

　 こ の こ とは遊具の 高 さそ の も の を規 制 す る もの で は な

　 い 。

  重 大な事故 の 事例 を参考と して、利用指導 の 行 き届

　 か な い 遊び 場に は ふ さ わ し くな い 遊具 に つ い て 記述 し

　 解説 で 具体の 遊具 名称 を挙 げた。

  各 種遊具 を 遊 び の 形 態 に応 じて 11類 型 に 分類 し、

　 各 々 の 代表的な 遊 具 に つ い て 詳 細 規定 を記 し た。

　 事例 の 数は 海外 の 規 準 に 比 べ て よ り豊 富 で あ る。

  維 持管理の うち点 検 は 事故防止 の 要 で あ る こ とか ら、

　 そ の 種類、内 容 や 役割 分 担 に つ い て 規定 した 。
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（　）内寸 濫は、幼児用 とする

  表 示 と保 険 の 章 で は 製造 ラベ ル 、対象年齢表示

ラベ ル 、点 検 シ
ー

ル の あ り方 の み な らず利用 者 と そ の 保

護者 に 安全 な遊 び 方等 を 伝 え る利 用表 示 の あ り方 を も述

べ た 。ま た、製造 者 、管 理 者 が そ れ ぞ れ 適切 な保険 に 加

入 す る必 要性 を述 べ た。

7 ．普及 ・啓発 の 進め 方

　普及啓発の た め に、都 市公 園 の 管理 者 等を対象 に 目下

協会本部 ・支部そ れ ぞ れ に説 明 会 等の 企 画 を策定中で あ

る。　 さ らに、遊 具 の 安 全 につ い て は 市 民ひ い て は マ ス

コ ミの 関 心 が 高 い こ とか ら、適 切な 資料 の 提 供 に 努 め て

い る と こ ろで あ る 。

8 ．今 後 の 課題

　遊 具 の 事故を防 ぐた め に は 「つ くる 」 「ま もる 1 「つ か

う」 と い う3 っ の 立揚 の 人 々 が 協力 す る 必 要が あ る。遊

具 を提 供 す る 立 場 に あ る協 会 で は 安全 規準（案）を 策定 ・

公 開 す る と と も に 、我々 の 有す る 知識 を遊 具 の 管 理 者 に

伝 え維持管理 に 生か して も らい た い と考 え て い る。ま た、

遊具で 遊ぶ 子 ど もとそ の 保 護 者、遊 び の 指導者 に 事故を

予 防す る基礎的な知識 を 身に 付 け て 戴 き た い。私た ちに

は 直接 の 接点が ない が 、何 らか の 機 会 が あ る な ら 技術的

な 面で 参画 した い と考 え て い る。

9 ．おわ りに

　指 導官庁 の 国土 交通 省、同 省 の 「指針 」 づ く り調査委

員会の 過程 か ら ご指導 を得 た 平野侃三 ・東京農業大学教

授 （当時） を 始め とす る元委員 の 方 々 、そ の 調 査の 運 営

に 当られ た （社 ） 日本公 園緑地協会、私たちの 活 動 に 助

言 を賜 っ たM ，ク リス チ ャ ン セ ン ・ペ ン シ ル ヴ ァ ニ ア 州

立 大学教授他 海外 の 専 門 家 に心 か らお 礼を申 し上 げ る と

と もに、今 後 の 規 準 （案）運用 と改 訂 に あ た り、さ らに ご

支援 を お 願 い した い 。
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